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電子カルテ委員会

２０２０年度活動実績

活動実績サマリ

患者安全ガイド専門委員会

患者安全ガイド（病理編）

対外活動実績

来年度事業計画
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電子カルテ委員会

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

２０２０年度活動実績

全体スケジュール

日本医療情報学会・日本クリニカルパス学会合同委員会
「 ePath規格化ワーキンググループ」への参加

患者安全ガイド専門委員会

患者安全ガイド（病理編）の作成

「医療機関における医療安全および業務効率化に資する医薬品・
医療機器のトレーサビリティ確立に向けた研究」への参加

「HER-SYS と電子カルテの連携にかかる検討会」への参加
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電子カルテ委員会今年度の活動状況、成果

(2) JAHIS内外に対する電子カルテ関連の情報提供・連携

① JAHIS医療情報システムの患者安全ガイド（病理編）Ver.1.0 
2020年度中に、JAHIS技術文書としての策定に向け作業中。
電子カルテ委員会、関連学会のレビューを行い、患者安全ガイド専門委員会
にて指摘点に対する対応を実施中。

(1) JAHIS標準類の策定

① 日本医療情報学会、日本クリニカルパス学会 アウトカム志向型パス合同委員会
「ePath規格化ワーキンググループ」への参加

② 厚労科研「医療機関における医療安全および業務効率化に資する医薬品・
医療機器のトレーサビリティ確立に向けた研究」への参加

③ 総務省「５Ｇ時代における遠隔医療等の在り方に関する調査研究検討会」への参加

④ 関連機関からのヒアリングへの対応
「電子カルテ標準化に関するヒアリング」、
「指定定難病患者DB及び小児慢性特定疾病児童等DB更改に関するヒアリング」
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電子カルテ委員会

• リーダー：坂西裕（富士通）

• WG開催：2019年4月27日～（7回開催）

• 活動内容

– 患者安全ガイド（輸血編）の改版

– 活動方針のディスカッション

患者安全ガイド専門委員会
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電子カルテ委員会

• WG開催：2017年1月19日～

学会とのやりとり中。まもなく公開予定。

• 患者安全ガイド（病理編）制定におけるポイント

– 日本病理学会との連携

– 部門システムも対象とする

• 「輸血編」同様

患者安全ガイド（病理編）
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目次
1. はじめに
2. 概要
3. 引用規格、引用文献
4. 主な用語
5. ガイドの前提
6. 病理業務の分析
6.1. 病理業務の概要
6.2. 病理業務のワークフロー分析

7. ガイドの詳細
7.1. 病理依頼・検体採取
7.1.1. 「病理依頼・検体採取」のポイント
7.1.2. 「病理依頼・検体採取」のリスク事例
7.1.3. 「病理依頼・検体採取」のシステム機能要件
7.1.4. 「病理依頼・検体採取」の運用上の留意事項

電子カルテ委員会患者安全ガイド（病理編）
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7.2. 病理受付
7.2.1. 「病理受付」のポイント
7.2.2. 「病理受付」のリスク事例
7.2.3. 「病理受付」のシステム機能要件
7.2.4. 「病理受付」の運用上の留意事項

7.3. 標本作製
7.3.1. 「標本作製」のポイント
7.3.2. 「標本作製」のリスク事例
7.3.3. 「標本作製」のシステム機能要件
7.3.4. 「標本作製」の運用上の留意事項

7.4. 病理診断
7.4.1. 「病理診断」のポイント
7.4.2. 「病理診断」のリスク事例
7.4.3. 「病理診断」のシステム機能要件
7.4.4. 「病理診断」の運用上の留意事項

電子カルテ委員会患者安全ガイド（病理編）
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7.5. 診断結果確認
7.5.1. 「診断結果確認」のポイント
7.5.2. 「診断結果確認」のリスク事例
7.5.3. 「診断結果確認」のシステム機能要件
7.5.4. 「診断結果確認」の運用上の留意事項

付録―１．１．病理組織診断ワークフロー
付録―１．２．細胞診断ワークフロー
付録―２．リスク分析シート
付録―３．作成者名簿

各業務ごとにポイント、リスク事例、システム
機能要件、運用上の留意事項を記載

電子カルテ委員会患者安全ガイド（病理編）
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【作成中文書】

電子カルテ委員会患者安全ガイド（病理編）
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【作成中文書】

電子カルテ委員会患者安全ガイド（病理編）
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【作成中文書】

電子カルテ委員会患者安全ガイド（病理編）
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• 電子処方箋実装ガイドVer.1.2の策定に参加。

• 医療機関WGの取りまとめを実施

（医科委員会、歯科委員会との合同WG）

• 対応内容
・医療機関編部分の見直し

紙の処方箋引換証の廃止に伴う、患者への処方内容

やアクセスコードの通知方法の検討 等

電子カルテ委員会電子処方箋実装ガイド
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電子カルテ委員会対外活動実績

• 日本クリニカルパス学会・日本医療情報学会「パス合同委員会」参加、
「ePath規格化ワーキンググループ」参加

• 地域医療基盤開発推進研究事業「医療機関における医療安全および業務
効率化に資する医薬品・医療機器のトレーサビリティ確立に向けた研究」の
班会議への参加

• 厚労科研（新型コロナウイルス感染症対策関係）「電子カルテ連携による
HER-SYS入力効率化の実証研究」の検討会への参加

• 総務省「５Ｇ時代における遠隔医療等の在り方に関する調査研究」の
ワーキンググループへの参加

• 電子カルテ標準化に関するヒアリングへの対応（厚労省）

• 指定定難病患者DB及び小児慢性特定疾病児童等DB更改に関する
ヒアリングへの対応（厚労省、三菱総研）

• JAHIS教育事業医療情報システム入門コースへの協力
（電子カルテ部分について録画によるオンライン勉強会へ対応）
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電子カルテ委員会ePath関連

• 2016年に医療情報学会とクリニカルパス学会の合同委員会を発足し、
2018年10月からはAMED研究開発事業「クリニカルパス標準データモデル
の開発および利活用」(平成30年10月～令和2年3月) ※ ePathプロジェクト
を実施。

• ePathプロジェクトにおいては、パスのデータ要素と構造について検討を行
い、そのモデルに則ったパスシステムを構築して、実証4施設から収集され
るパスデータを蓄積／分析を行っている。

• JAMI標準へ向けて、「ePathのデータ要素と構造に関する標準化検討ＷＧ
」が設置。ePathプロジェクトでこれまで検討してきた内容をまとめた
「ePathデータ項目・データ構造仕様書Ver0.9」について意見を募集。

• JAHISとして、上記のJAMI標準に対応した各ベンダーが実装の参考とする
ための実装ガイドを作成予定。
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※ePath のデータ要素と構造に関する仕様書 Version 0.9より

電子カルテ委員会ePath関連
OATユニット概念
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電子カルテ委員会ePath関連

※ePath のデータ要素と構造に関する仕様書 Version 0.9より

データ構造
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電子カルテ委員会ePath関連

※ePath のデータ要素と構造に関する仕様書 Version 0.9より

集計イメージ

※パス関連データに加え、DPC、SS-MIX2データも合わせて格納することを想定。
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電子カルテ委員会医薬品・医療機器のトレーサビリティ
確立に向けた研究

• 国立国際医療研究センターの美代先生を中心として、2020年6月より班会議にて検

討開始。医療安全や業務効率化の観点から、バーコードやRF-IDを積極的に医療

機関や業界が活用を進めていくために、導入効果や実運用に即した電子カルテの

機能などを検討していく。

• 1年目は主に、現状把握と情報収集を中心に活動。※病院内のおけるUDI活用のユ

ースケース検討／各ユースケースにおける電子カルテや部門システムの現状の把

握とあるべき機能の検討／院外物流と院内物流の連携の検討／国際的状況の調

査。 これまでの班会議で、各病院の事例紹介やヒアリング、台湾の事例紹介、各

団体からの情報共有が行われている。

• 2年目は標準的な手順書策定と提言のまとめを中心とし、UDI活用のための電子カ

ルテ・部門システム機能および運用の策定、医薬品・医療機器の一貫したトレーサ

ビリティを実現するための機能および運用の策定、将来的な方向性の検討とその実

現のために必要な方策についての提言等の検討を行っていく。

• JAHISとして、上記の各システムの機能や運用部分を中心に、JAHIS内の関連部

門と連携しながら、提言を行っていく予定。
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電子カルテ委員会来年度の事業計画

・ JAHIS医療情報システムの患者安全ガイド（注射編） の改定
・ JAHIS患者安全ガイドラインの拡充に向けた検討

(1) JAHIS標準類の策定

(2)クリニカルパスの標準化に向けた検討

(4)電子カルテデータ利活用に向けた検討

・ 2018年度AMED事業の一環として開発されたePathメッセージについて、JAMI
標準としての規格化を図るために設置されたePath規格化ワーキンググループ
への参加を通し、ベンダーの立場から標準化に関する意見具申を行う。

・標準規格化されたのちに、各ベンダーにて実装するためのポイントを整理した
実装ガイド等のJAHIS技術文書の制定を予定。

・電子カルテデータの利活用に向けて、NeXEHRSコンソーシアム、 HL7FHIR日本実
装検討WGの動向等の情報収集や共有、厚生労働省を含めた関連各所との議論
を通し、課題の整理や電子カルテに実装すべき機能について検討を行う。

(3)電子処方箋の普及に向けた検討

・電子処方箋実装ガイドについて、JAHIS他部門や関連団体と連携し、運用ガイド
ライン改定への対応などを行い、データヘルス集中改革プランのACTION2で記載
の2022年夏目途の運用開始に向け、電子処方箋の普及に向けた取り組みを行う。
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ご清聴ありがとうございました




